




•加布里支所の天然ハマグリは、平成3 0 年にマリンエコラベルジャパンの生産段階と流通加工

段階において認証を受けた。

・市内の直売所や組合員が設置したカキ小屋の経営などで第6次産業化に向けた取り組みを積極

的に進めている。

3 活性化の取組方針

(1) 前期の浜の活力再生ブランにかかる成果及び課題等
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(2)今期の浜の活力再生ブランの基本方針
1 漁業世帯収入の向上

暉格向上と販路拡大の取り組み
②水産物消費拡大の取り組み（魚食普及·PR活動）
③資源量増加に向けた資源管理漁業の取り組み
④新たな施設、設備等の活用による作業効率、生産性の向上

2 漁業コスト削減のための取り組み
①燃油急騰に対する備え
②省燃油活動の推進
③廃棄物等の処分費用の削減（カキ殻リサイクルの推進）
④休漁日の設定による使用燃油の削減
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トイレの汲取料、仮設建物申請料他のコスト削減を図る。

活用する支援措 漁業者保証円滑化対策事業（国）、浜の活力再生・成長促進交付金事業（国）、

置等 漁業人材育成総合支援事業（国）、女性活躍のための実践活動支援事業（国）、

水産物供給基盤機能保全事業（国）、漁港施設機能強化事業（国）、水産多面

的機能発揮対策事業（国）、漁業経営セ ー フティネット構築事業（国）、水産

業競争力強化漁船導入緊急支援事業（国）、競争力強化型機器等導入緊急対策

事業（国）

(5) 関係機関との連携

本プランに掲げる取り組みが十分な成果を上げるよう、行政や系統団体のほか、糸島市食品産

業クラスタ ー 協議会をはじめとする地域団体などとの連携を強固にするとともに、県内外の流

通・販売業者や飲食店などとも連携を図る。

4 目標

(1) 所得目標
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目標年 平成 .35 年度 ：漁業所得  円

(2) 上記の算出方法及びその妥当性

※算出の根拠及びその方法等について詳細に記載し、必要が あれば資料を添付すること。

(3) 所得目標以外の成果目標

JF糸島ブランド認定商品

の増加

基準年
--------

目標年

(4) 上記の算出方法及びその妥当性

平成3 0年度： 1 9種
----------------

平成 3 5 年度： 3 0 種

小売店の中では、他産地の水産物にまぎれ糸島産をアピ ールできなかったが、JF糸島ブラ

ンドロゴシールを貼付することで差別化が 図られている。認定商品は糸島漁協ホ ームペー ジ内で

のPRの他、各方面の商談会等でプレゼンテー ションすることによって、売上げの上昇を狙うこ

とができる。このため、厳格な審査の上、認定数を増やすことで糸島産の良質な水産物 の認知度

向上を図る。

5 関連施策
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